
政

晴

会

樋　

口　

直　

喜

無
形
文
化
遺
産
登
録
を
契
機
に

11

公

明

党

中　

村　

文　

明

バ
イ
ク
の
駐
車
場
の
設
置
を

７

自
由
民
主
党

吉　

田　

光　

雄

災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て

６
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自
由
民
主
党

吉　

野　

郁　

惠

江
戸
情
緒
を
伝
え
る
川
越
観
光

10

常
に
混
雑
し
た
状
況
が
続
い

て
い
る
。
バ
イ
ク
の
駐
車
場

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

観
光
施
設
な
ど
へ
の
設
置
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
郊
外

型
駐
車
場
の
拡
張
を
進
め
て

い
く
中
で
検
討
し
て
い
く
。

質問

観
光
の
利
便
性
の
向
上

質問

災
害
備
蓄
品
の
充
実

加
者
の
増
加
が
図
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
訓

練
と
な
る
よ
う
、
参
加
者
な

ど
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
な
ど
検
証
結
果
を

訓
練
内
容
な
ど
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質問

防
災
・
減
災
パ
ー
ト
２

て
い
る
か
は
、
関
係
機
関
と

の
協
議
お
よ
び
調
整
が
必
要

と
な
る
が
、
新
し
い
法
律
を

十
分
研
究
し
た
上
、
で
き
る

だ
け
早
い
方
法
に
よ
っ
て
改

善
が
図
れ
る
よ
う
努
め
た
い

と
考
え
る
。

質問

川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事

学
校
及
び
月
越
小
学
校
に
は

災
害
用
給
水
井
戸
が
あ
り
、

ま
た
、
埼
玉
県
の
防
災
拠
点

校
で
あ
る
川
越
工
業
高
等
学

校
に
は
、
耐
震
性
貯
水
槽
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時

に
水
道
が
断
水
し
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
以

上
の
給
水
設
備
等
を
活
用
し
、

近
隣
住
民
の
水
を
確
保
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

質問

防
災
井
戸

　
市
と
し
て
は
、
加
入
率
減

少
に
伴
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
が
低
下
し
、
事
業
等

の
継
続
が
困
難
と
な
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。
今
後
の

地
域
づ
く
り
の
支
援
を
検
討

す
る
上
で
、
活
動
の
実
態
や

市
民
意
識
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
で
活
動
す
る
方
や
広
く

市
民
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
実
施
を
検
討
す
る
。

質問

自
治
会
活
動
と
市
の
関
係

戸
文
化
の
影
響
を
受
け
た
川

越
特
有
の
歴
史
的
、
文
化
的

資
産
を
活
用
す
る
こ
と
で
外

国
人
観
光
客
等
の
リ
ピ
ー
タ

ー
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
着

物
を
着
た
時
の
所
作
や
心
得
、

振
る
舞
い
な
ど
、
古
く
か
ら

の
慣
習
な
ど
も
同
時
に
体
験

で
き
る
質
の
高
い
観
光
振
興

が
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

質問

蔵
の
町
並
み
と
観
光
振
興

問
郊
外
型
駐
車
場
の
拡
張
に

つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

検
討
に
バ
イ
ク
の
駐
車
場
の

設
置
も
含
め
ら
れ
な
い
か
。

答
産
業
観
光
部
長
　
郊
外
型

駐
車
場
は
国
道
２
５
４
号
東

側
の
城
下
町
地
内
に
無
料
観

光
駐
車
場
と
し
て
、
い
る
ま

野
農
業
協
同
組
合
が
運
営
す

る
「
あ
ぐ
れ
っ
し
ゅ
川
越
」

と
共
用
し
て
い
る
が
、
近
年
、

観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
非

問
自
衛
隊
を
始
め
と
す
る
防

災
関
係
機
関
、
行
政
、
市
民

の
方
々
が
集
ま
り
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
川
越
市
総
合
防

災
訓
練
に
お
い
て
、
検
証
結

果
の
活
用
に
関
し
て
伺
う
。

答
危
機
管
理
監
　
今
後
の
訓

練
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
課

題
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行

い
、
各
訓
練
に
お
い
て
、
十

分
な
時
間
を
確
保
し
、
重
点

的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

啓
発
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
参

問
山
車
の
曳
行
に
お
い
て
、

電
線
に
つ
い
て
は
例
年
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
ま

つ
り
の
維
持
、
継
承
に
は
電

線
へ
の
迅
速
な
対
応
が
望
ま

れ
る
が
、
市
長
の
ご
見
解
は
。

答
市
長
　
山
車
の
曳
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
電
線
を
配

置
す
る
た
め
に
は
、
電
線
の

か
さ
上
げ
や
路
線
に
よ
っ
て

は
地
中
化
と
い
っ
た
方
法
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
方
法
が
適
し

問
中
央
小
学
校
区
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
多
く
、
災
害
時
の

水
の
確
保
は
困
難
が
予
想
さ

れ
る
が
、
水
の
確
保
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
危
機
管
理
監
　
中
央
小
学

校
区
は
、
災
害
の
規
模
に
よ

っ
て
は
、
飲
料
水
と
比
べ
、

使
用
量
の
多
い
ト
イ
レ
や
洗

濯
等
に
使
用
す
る
生
活
用
水

が
十
分
確
保
で
き
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。
周
辺
の
川

越
第
一
中
学
校
、
富
士
見
中

問
自
治
会
へ
の
市
民
の
加
入

減
少
が
重
要
課
題
で
、
条
例

等
で
加
入
促
進
も
考
え
ら
れ

る
が
、
ま
ず
自
治
会
長
等
の

声
を
聞
く
調
査
を
す
べ
き
と

思
う
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
栗
原
副
市
長
※
　
自
治
会

は
、
市
民
に
最
も
身
近
な
存

在
と
し
て
地
域
社
会
で
重
要

な
意
義
を
持
ち
、
災
害
等
へ

の
対
応
、
地
域
防
犯
へ
の
取

り
組
み
等
様
々
な
役
割
を
持

っ
て
い
る
と
認
識
す
る
。

問
江
戸
情
緒
を
残
す
貴
重
な

蔵
の
町
並
み
の
雰
囲
気
を
守

り
育
て
て
い
く
事
が
大
切
と

考
え
る
が
、
観
光
客
の
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
観
光
部
長
　
新
た
な

観
光
資
源
を
発
掘
し
観
光
エ

リ
ア
の
拡
大
を
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

広
域
連
携
に
よ
り
地
域
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
や
新
河

岸
川
舟
運
な
ど
を
通
じ
て
江

公

明

党

大　

泉　

一　

夫

自
治
会
の
声
を
聞
く
調
査
実
施

８

自
由
民
主
党

海　

沼　

秀　

幸

総
合
防
災
訓
練
検
証
結
果
活
用

９


